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高効率レギュレータは
ドロップアウト電圧が低い

　従来の電圧レギュレータは、大きなドロップアウト電圧を持ち、出
力電流が大きい場合はより一層その電圧は大きいものとなっていまし
た。しかしながら、レギュレータ ICと外付けのトランジスタ、それに
いくつかの受動部品を使ったこの設計では、入力電圧を低くできる効
率の高い高出力電流レギュレータを構成できます。ここに提示した回
路は、5Aの負荷電流で 0.7V、10Aの高電流レベルでも 1.3Vという低
いドロップアウト電圧を達成しています。
　この回路の出力電圧は、出力段がPNP型レギュレータであるU1の
出力電圧と等しく、またその出力電圧は VOUT＝VREF（R1＋R2）/R1

（VREFはU1のリファレンス電圧 1.2V）の関係で表すことができます。
U1のADJUST端子におけるバイアス電流の誤差を補償し、かつこの
抵抗ネットワークによって増加する回路消費電流を数µA程度までに
おさえるため、抵抗R1を、28kΩに設定しています。そして、5Vレギュ
レート出力電圧に対しては、R2を88.7kΩに設定します。また、出力電
圧は、R2の値を調整することによって3Vから 24Vの間に調節できま
す。
　この回路は、外付けのPNPトランジスタQ1によって大きな電流を
扱うことができます。高い電流レベルでは、回路のドロップアウト電
圧は、PNPトランジスタの飽和電圧に依存します。この理由からQ1

は、VCEとVBEの飽和レベルが低く、大きな電流増幅度を持ったもの
でなければなりません。さらに、最大出力電流は、レギュレータU1の
最大出力シンク電流にQ1の最大電流増幅度をかけた値に等しい関係
にあります。外付けパス・トランジスタとして、2N4277のようなゲル
マニウム・トランジスタが上記のような要求を満足させます。

　図示の部品を使用した場合、この回路では、VIN＝5.7V、負荷電流
5Aまでにおいてドロップアウト電圧はわずか0.7Vにしかならないと
いうすぐれたレギュレート特性を持っています。
　U1は抵抗R3によって、最小 30mAにバイアスされます。R3は同時
にQ1のブリーダ抵抗としても機能します。U1のオン・オフ端子は、こ
の回路に対する出力電圧のオン /オフの制御と出力電流制限のために
使用されます。この端子をグランドに接続することによって、この回
路はイネーブルされ、一方、この端子を開放しておくことによって、回
路はディセーブルされ、かつ、レギュレータ ICはスタン・バイ・モード
に設定されます。R5：R6の比により、最大出力電流が制限されます。負
荷電流がこの最大限を超すと、出力電圧は降下し始め、R6の電圧は減
少します。この低い電圧が、トランジスタQ2をカット・オフし、従っ
てそれによって回路出力をディセーブルします。その結果としてトラ
ンジスタQ1および負荷は、オーバドライブを免れて損傷から保護され
ます。

性能
　ナショナルセミコンダクター社のレギュレータICであるLM2931CT

と、外付けトランジスタQ1およびQ2、およびいくつかの受動部品を
使用した、この回路は、ドロップアウト電圧が低い高出力電流の電圧
レギュレータです。図に示された部品を使用することによって、この
レギュレータは負荷電流5A時で 0.7V、10A時で1.3Vのドロップアウ
ト電圧を達成しています。レギュレータU1のオン・オフ端子は、出力
をリモート・コントロールし、一方トランジスタQ2は、最大出力電流
を制限します。
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　本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。また掲載内容
は予告無く変更されることがありますのでご了承下さい。

生命維持装置への使用について
　弊社の製品はナショナル セミコンダクター社の書面による許可なくしては、生命維持用の装置またはシステム内の重要な部品として使用す
ることはできません。

1. 生命維持用の装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用さ
れることを意図されたもの、または（b）生命を維持あるいは支持す
るものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用
された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与えると予想
されるものをいいます。

2. 重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべ
ての部品をいい、これの不具合が生命維持用の装置またはシステム
の不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが
予想されるものをいいます。

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本　社 /〒 135-0042　東京都江東区木場 2-17-16　TEL.(03)5639-7300

製品に関するお問い合わせはカスタマ・レスポン
ス・センタのフリーダイヤルまでご連絡ください。
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